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               審   査   の   要   旨 
 
 本研究により著者は、持続可能な水稲生産方式として、浮遊植物を被覆植物として投入する水田複作方式
を新たに提案し、適切な処理方法を求め、その効果を明らかにした。著者は、ウキクサの持つ遮蔽作用、窒素
供給作用、他感作用、土壌還元抑制作用などの複合的な作用により雑草発生を抑制し、玄米収量を増加させて、
環境負荷も低減できることを明らかにし、21世紀の新たな持続可能な水田生産方式としての可能性を見いだし
た。本研究は、今まで検討されていなかった水田に被覆植物を導入した複作方式を提案することで新分野を開
拓した点で、研究の新たな発展を誘発し、21世紀の持続可能な農業生産技術として今後の研究進展が期待でき
るものである。 
平成28年7月15日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
